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ワークショップには参加しよう

― IASLバークレー年次大会に初参加して―

眞　鍋　由　比

開催期間が日本人（学校関係者）には問題な IASL 年次大会

　IASL の年次大会に初めて参加した。年次大会が日本の夏休み期間に開催

されるのが初めてなのだから仕方ない（2009年の年次大会もまた学期期間中

の開催になってしまった）。国際大会なのに全体で約200人という参加者の少

なさに驚いたが、リピーターの人に聞くとこんなに少ない年はなかったとの

ことで、例年はもっと多いのだろう。

　参加証がいつまで経っても届かなかったり、食事が全部ついているはずが、

最初の日の夕食はキャンセルになったのにその払い戻しもなかったり、と事

務的なミスが気になったが、IFLA（国際図書館連盟）のように専任の事務

担当者がいるわけではなく、図書館関係者が手弁当でやっているようなので

仕方がないのかもしれない。あるいはこれはこの大会だけで、他の国の大会

のときはもっときちんとしているのかもしれない。

ワークショップ

　ワークショップとは講師の話を参加者が一方的に聞くのではなく、参加者

自身が討論に加わったり、体を使って体験したりするなど、参加体験型、双

方向性のグループ学習で、バークレー大会のプログラムにもいくつかワーク

ショップと銘打たれているものがあったが、単なる事例発表だったりするも

のも多かった。とりあえず、これはワークショップだったと思うもの２つに

ついて述べようと思う。

　Pre-conference workshop は有料（各＄50）で、ブックトークや、ブロ

グで調べ学習を統合し、他の学校と協同で同じ課題を仕上げていくセッショ
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ンなどがあったが、私は David Loertscher 氏の“Beyond Bird Unit”と

いう調べ学習についてのワークショップに参加した。Bird Unit とは「この

鳥は何個の卵を産みますか」「この鳥の羽の色は？」といった低レベルの調

べモノのこと。もっと深みを持たせた調べ方を生徒に！という触れ込みで、

参加者は少人数のグループに分かれて調べ方を提示された。

　David V. Loertscher, Carol Koechlin, Sandi Zwaan 著『Beyond Bird 

Units』Hi Willow Research & Publishing 2007より調べ方のモデル図

を17、プリントしてくれ、それのうちいくつかを４～５人や２人で話し合っ

てやってみた。

　 ま ず Topic を Disaster prepared と 決 め る。そ こ で how to find 

materials ということになる。よい情報を得るにはどうすればいいか、分析

して統合することが必要なので、各グループに分かれてそれぞれ A. Fire（火

事）、B. Flood（洪水）、C. Earthquake（地震）の場合、生き残るために

何が必要か、相談した。うちのグループは５人で地震が起こったら何が必要

かと考えた。① place to go, escape（避難する場所と逃げ道）② Stock 

food, water, searchlight, battery（備蓄食料と水、懐中電灯）③ how to 

contact each other, maybe we need promise in advance, internet, 

cell-phone（連絡手段、インターネットや携帯電話）④ take a radio to 

get a information（情報を得るためのラジオ）⑤ communication each 

other, neighborhood（近所の人とのコミュニケーション）などとさまざま

な意見がでてきた（韓国、カナダ、ドイツそして日本といろいろな国の人が

カタコト英語で思いつくままにしゃべったので情報のカテゴリーもレベルも

文法もバラバラだが、面白かった）。そのあと全体でＡＢＣ全てを統合し災

害のときに必要な共通点は何なのかについて、一般化したコンセプトを選ん

でいった。災害のとき一般的に必要なものは１．Evacuation place（避難

する場所）２．Warning system（警報システム）３．Laptop（ネットに

つながるコンピュータ）４．Communication（相互連絡）と結論が決まった。

そして防災計画に何が必要なのか、実行にはどうするかをみんなで考え、こ

の授業が終わりではなく始まりであるようにする。
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　６歳児でも下記の Jigsaw モデルは適用できる。ペットショップにいって

何がいいか決めてみようと Topic を与える。

　これも少人数のグループでそれぞれの動物に対して小学生になったつもり

でアバウトに答えたので必ずしも正しい答えばかりではない。動物の特色は？

と項目をどんどん増やして、それを最後に統合してどんなペットがいいのか

を考えていく Jigsaw モデル（次ページ参照）。

Animal handle it noisy eat all week environment legal

rabbit ○ ○ ○ need vagitables ○

tiger No no Yes No No

panda No No（Yes?） Yes No No

parrot No Yes OK Maybe Maybe

NZ possum No No OK Yes Special Yes

…
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　たとえばこのジグソーモデルは George. W. Bush のことを考えるときに

も使えると Loertscher 氏。それぞれ Yes、No、Maybe を記入しましょう

と図を白板に書いていく。



- 181 -

　どうして Bush は司書と結婚していながらあのような間違いを犯したんだ

ろう…といったジョークを織り込みながらクリティカル・シンキングの必要

性 を 説 か れ た。子 ど も だ け で な く 親 に も Good decision は Good 

information に拠るということをよく話すべきだと。アメリカでも学校司書

は減らされているという話で、「私と仕事をしたらよりよい授業ができますよ」

といえるような better な Library を作っていかなくてはいけない、と主張

されていた。

　前述の“Beyond Bird Units”はそれぞれの調べ方モデルにどういった

トピックスがふさわしく、どう展開していって、どういうアドバイスを与え

るべきかなど細かく書いていて、面白かった。それぞれワークシートもつい

ているので、総合学習の進め方に役に立ちそうと思い、書籍販売の部門で購

入した。（売店には READ と刺繍されたシャツやバッジなどもあり、司書た

ちは多数購入していた。）

　またもうひとつのワークショップは Maximizing Your Impact といって

Judi Moreillon 氏と Keisa William 氏の教諭と司書が協働する際、生徒の

読解力をどう効果的に向上させるか、考えさせるものだった。最初に司書教

諭と司書がどういったことを授業でしているかを映像で見てから、読解力を

どうつけるかという話になってゾウの絵と言葉がついたラミネートしてある

しおりが配られた。
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　そしてそれぞれのパーツの説明の虫食いになったものを渡されて、３人一

組になってパズルのように用語を埋めていき、まるまるゾウ１頭を完成させ

た。たとえば  Sensory Image  は Use（Visualization and imagination）

to strengthen understanding（comprehension）and enjoyment という

具合。そして本の具体例をあげて、何という本はこういったところを読んで

いくといった話を何冊か。7-12 grade レベルといっていたので小学校高学

（表には）

Background Knowledge はしっぽ。

Sensory Image は耳

Questioning は牙

Predictions and inferences は頭

Main Ideas は脚

Fix-up Options は鼻

Synthesizing はからだ全体

（裏には）

わからないときは

もう一度読んでみよう。

読み進んでみよう。

立ち止まって考えよう。

目に見えるように思い浮かべてみよう。

これからどうなるか予測してみよう。

挿絵や他の文章が何を描いているか

考えてみよう。

他の人に聞いてみよう。

文章の構造に注意してみよう。

背景でわかることをつなげてみよう。

著者や挿絵画家の注を読んでみよう。

どこがわからないのか、書いてみよう。

何がいいたいのか考えてみよう。

この本を読む目的を考えよう。
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年くらいを対象とした話のようで、挿絵からの推測の話も出ていた。基本的

な読解の話で、図書館で文学作品を鑑賞する際の基礎をきちんと教わったと

思った。

　カタコトの英語で全く深みのある思考も発言もできなかったが、ただ事例

発表を聞いているだけよりもはるかに勉強になったと思う。少々無理をして

もワークショップに出ることがお勧め。そのあと顔見知りになってほかのセッ

ションでも香港の学校の図書館担当教諭の授業数は軽減がないとか、アメリ

カのとある学校では教科書はぜんぶ貸出で次の学年にも使わせるので返却さ

せること（だから日本では中学校までは教科書は無料でもらえる、と私が言

うとたまげていた）、カナダ・ドイツ・アメリカでは結構 Manga が読まれ

ていて高屋奈月の『フルーツバスケット』などは欧米の児童文学書と比べて

もトップクラスの人気を獲得している、などというこぼれ話を聞くことがで

きた。またカナダの人に「日本は司書教諭は全ての学校に配置されたんでしょ

う」といわれ（よくご存知だ！）、12学級以上の学校に限られること、そし

て必ずしも専任ではなく兼務の状態が多いことなどを話すと彼女はため息を

ついて「どこも理想的とはいかないものね」。そんな彼女も司書だが非常勤

で次の契約がどうなるのか、わからないといっていた。

オークションの夜

　セッションやワークショップ以外のアクティビティにオークションがあっ

た。事前にいろいろなものを参加者に供出してもらい、それを夕食後に競売

する。売上金は IASL の事業に使われるそうだ。カナダからきた人に聞くと、

図書館の事業などに学校で地域に向けてオークションをして寄付金を得るの

は当たり前だそう。こんなに小さい規模じゃないけどね、と言っていた。キ

ルトやジャマイカのワンピースなどは美しいと思ったが、他のものはあまり

欲しくないな…と思ったが、外国の人も私が飛び入りで供出した扇子につい

て同じように思ったことだろう。文化が違うと趣味も違うから好みも違い、

価値を理解してもらえない。理解を得るためには詳しく説明をするべきだっ

たと後悔した。10ドルか。少々がっかりしつつもそんなもんだなと考えてい

た。派手な色柄のものが高く売れていたようだが、概ね東洋の人は東洋のも
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のを西洋の人は西洋のものを買っていたようだ。

　寄付ということでいうと、セッションを抜け出して行ったサンフランシス

コ公共図書館では多数の企業や個人から寄付を獲得して見事な図書館を作り

上げていたのには驚いた。そして今回の IASL 大会のホームページに、児童

図書館に寄付するからそれぞれの出身国を代表する児童文学の本を持ってく

るように、とあったので私は『図書館戦争』と『100万回生きたねこ』を持っ

ていった。寄贈された本が展示会場に並んでいて、いろいろな国の本はとて

も美しく面白かったが、日本の本は逆に置かれていた。つまり右開きの本が

欧米流と同じ左開きの状態に裏表紙を上に向けて置かれている。日本の

Manga が市民権を得ているアメリカでもまだこんな状態なのだ。しつこく

表紙をひとつひとつ上に向けていたら「こっちが正しいの？」と係と思しき

女性に聞かれた。「そうです、こっちから始まるんです」と話したら他の日

本の本の配置も直してくれた。自分が持っていった本がどういう内容の本で

表紙はこっちといった簡単な英語のキャプションをつけて渡せばよかった。

いきなり日本語だけの本を渡されても司書だって、何より本を開いた英語圏

の子どもは面食らうだろう。絵本は絵を楽しめるけど、最後から読まれたん

じゃ台無しだったりする。

バークレー大会に参加して

　バークレー大会に参加して自らの英語力の欠如と日本の学校図書館に関す

る認識の甘さを思い知った。日本の学校図書館の現状と自分が問題と考えて

いることだけでも簡単に英作文していくべきだった。大会に対して細かい不

満はあるが、密度が濃かったのは事実だ。どこを見回しても学校図書館関係

者で、共通の問題も話すことができた。個人的には C. C. Kulthau の教え

子という韓国人大学院生が ISP モデルを利用した研究発表が聞けたことが

嬉しかった。とりあえず、Loertscher 氏がワークショップ教えてくれた調

べ方モデルが総合学習に役立ちそうだし、参加した甲斐はあった。

  （まなべ　ゆい。松蔭中学校・高等学校図書館司書）


